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街、人、文化を「つなぐ」存在に
渋谷二丁目地区市街地再開発組合理事長　南塚　信吾
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（６）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　７月８日　（月曜日）

■工事名称：渋谷二丁目地区第一種市街地再開発事業既存建
物解体工事／施設建築物新築工事

■建　築　主：渋谷二丁目地区市街地再開発組合（構成員塩
野義製薬株式会社、南塚産業株式会社、株式会社N
ANZUKA、東宝株式会社、太陽生命保険株式会
社、東急株式会社）

■計　画　地：東京都渋谷区渋谷２－
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：約，．㎡

■構　　造：地下ＳＲＣ造、地上Ｓ造（柱ＣＦＴ造）
■階　　数：地下４階地上階塔屋２階
■用　　途：事務所、店舗、駐車場など
■設　　計：渋谷二丁目地区設計共同企業体（株式会社東急

設計コンサルタント、株式会社三菱地所設計、パ
シフィックコンサルタンツ株式会社）

■施　工　者：株式会社竹中工務店
■工　　期：年月１日～年６月１日（準備工事、解

体工事、新築工事）
（外観を除く写真は渋谷二丁目地区市街地再開発組合提供）３階　青山通り側の環境 階段室（たまりば）

屋上テラス

アトリウム（１階）

　渋谷二丁目地区市街地再開発組合（南塚信吾理事
長）が建設を進めてきた大型複合施設が完成し、８日
に開業する。青山と渋谷という独特の文化を持った二
つの街をつなぎ、渋谷駅東口エリアの新たなにぎわい
創出を目指す。建物名称は「渋谷アクシュ（SHIBUY

A AXSH）」。人通りも多く、高低差があるなど制
約のある環境下で超高層ビルを建設する計画の実現に
向けた設計を東急設計コンサルタント、三菱地所設計、
パシフィックコンサルタンツで構成する設計共同企業
体、施工を竹中工務店が担当した。

　「渋谷二丁目地区第一種市街地再開発事業」で建
設を進めてきました大型複合施設が完成し、８日に開
業となります。渋谷駅東側の玄関口となる場所で、青
山と渋谷の街をつなぎ、異なる人々や文化がつながり
・交じり合い、そこから新たな価値が生まれていくこ
とを目指した私たちの思いを、建物名称である「渋谷
アクシュ（SHIBUYA AXSH）」に込めています。
　再開発の施行区域は、宮益坂、明治通り、青山通り
の幹線道路に囲まれ、周辺エリアとの円滑な回遊が妨
げられています。人がたまれる空間も少なく、にぎわ
いも欠如していました。
　これら課題を解決するために、坂道の中腹にあり最
大７ｍの敷地高低差を解消する縦動線や隣接街区と接
続するデッキを整備し、新たに人々が集い憩えるオー
プンスペースと商業店舗を歩行者動線に沿って配置し
ました。
　人々が通り抜けるだけであったこの場所が足を止め
て休憩し、食事を楽しめる空間へと生まれ変わりまし

た。青山方面の広場では株式会社NANZUKAがパブ
リックアートプロジェクト「NANZUKA PUBLIC」
を展開し、訪れる人々がアート作品に触れる機会も創
出します。
　階建てのビルは、１～４階が商業施設、５～階
がオフィスで構成しています。商業施設は新業態や初
出店の店舗を含む飲食テナント、アートギャラリー、
健診センターなどテナントが出店します。オフィス
は１フロア坪程度を確保しており、渋谷エリアで
今後も事業を継続し、成長を目指す企業などのオフィ
ス需要に対応できるものと考えております。
　多種多様な文化を生み出してきた渋谷駅周辺地域
は、今後もさらに成長し続けると思います。そうした
中で街、人、文化を「つなぐ」ことをコンセプトとし
た再開発事業で建設した渋谷アクシュが多くの方々に
親しまれ、にぎわい創出につながっていくことを願っ
ています。



　施工のポイント　　　安全を第一優先事項に活動
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設計コンセプト

「道」のつながりをデザインに取り込む

渋谷二丁目地区市街地再開発事業

商業施設とオフィスで構成

（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　７月８日　（月曜日）
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３階　オフィスエントランス

　本計画は、渋谷ヒカリエや青山通りに隣接する場所に地上階建ての複合施設（商業＋
オフィス）の整備を行い、渋谷駅東口エリアの新たなにぎわい拠点を目指すとともに、駅
周辺の回遊性向上を図るものである。

　当地区は、文化・教育機関が集積する渋谷～青山エリアの好立地に位置する一方、坂の
途中にあり、宮益坂・明治通り・青山通りの幹線道路に囲まれて周辺エリアとの円滑な回
遊が妨げられていた。本計画により渋谷駅～青山通り、宮益坂～渋谷三丁目、ヒカリエ～
渋谷クロスタワーをつなぐ多層の『道（歩行者ネットワーク）』や、坂道による縦の移動
を改善した立体的な屋内広場を整備することで、回遊性・利便性を高めている。高層部は
それぞれの『道』のつながりをデザインに取り込むことで、特徴的なファサードデザイン
とし、低層部はその『道』と『街』の接続部を大きく開き人々を迎え入れるデザインとし
た。街に開かれた『道』を通ることを機会に、さまざまな交流やにぎわいが生まれること
を期待している。
　また、脱炭素に向けたサステナブルなまちづくりを目指し、省エネルギー施策を積極的
に実施。建築物省エネルギー性能評価制度（BELS）の建築物全体評価にて最高ランクで
ある星五つ、さらに「ZEB Oriented」認証を取得。オフィス部分については「ZEB Ready」
認証、「CASBEE WO」認証「Ｓランク」を取得している。

株式会社三菱地所設計　松井章一郎　姉歯景介
株式会社東急設計コンサルタント　　杉本正美

オフィスエレベーターホール アトリウム

オフィスフロア ３階　オフィスエントランス

Ｂ２Ｆ　駐車場車寄せ 階　オフィスフロア ３階　オフィスエントランス アトリウム（２階）

２階　青山通り側 屋上テラス


